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ち いき よろこ

　地域と共にある学校として、本校の教育目標「生きることに喜びをも
きた ほう し ち

ち、自ら学び、自ら鍛え、自ら奉仕する児童の育成」のもと、多くの地
いき だんたい はか

域ボランティア団体と交流した学習活動を通して児童の育成を図ってい
おうだんてき し てん ち いき じっ し しょう

ます。教科横断的な視点で地域と共に実施している教育活動の一部を紹
かい

介します。
もん ま ゆた かんきょう

　まず、文間地区の豊かな自然環境を生かし、多くの生物や植物を観察
じっ し

するフィールドワークを実施する「里山ビオトープ学習」です。次に、
もん ま だいぼうちょうじゅかい むか

文間地区大房長寿会の方々を迎えての「戦争を語る会」です。その他、
こばやしいっ さ く ち いき せんもん か

小林一茶の句が多く残る町で、地域の専門家より３年生以上が年２回の
し どう く かい おう ぼ はい く

指導を受け、各種句会へ応募する「俳句づくり学習」などがあります。
た き ち いき え がお

　このように、多岐にわたる交流活動を通して、地域も児童も笑顔で元
い ぐちのりあつ

気に生活しています。 （教頭　井口典厚）

かけ声とともにみんなの心を一つにして、も

んまっこ太鼓を演奏（えんそう）する５年生

だい こ

　もんまっこ太鼓は、毎年「もんまっこまつり」という
でんとうてき たい こ

学校行事で５年生が行う伝統的な学習活動です。太鼓

のリズムや打つ速さなどいろいろなことを覚えなけれ

ばいけません。休み時間にも、みんなで自主的に練習します。
わたし かね たんとう かね

　私は鉦を担当しました。鉦はみんなのリズムを合わせる「かなめ」なの
がん ば し だい こ かろ

で、はっきりとよい音で打つように頑張りました。締め太鼓は軽やか
おおだい こ はくりょく

で、大太鼓は迫力満点です。みんなで声を合わせることも重要です。とて
と

も大変な学習活動ですが、協力してやり遂げた後は気持ちがいいです。
だい こ でんとう つ

　今年も、もんまっこ太鼓の伝統が５年生へ引き継げるように、６年生
がん ば もん ま

として教えられるように頑張りたいと思います。そして、文間小学校は
へいこう とうごう でんとう けいしょう

閉校してしまいますが、新しく統合する学校でも伝統を継承してほしい
や べ はな え

です。 （６年　矢部華愛）

◆校　長　寺田　純子

◆児童数　１８６人

◆創　立　１８８９年

◆住　所　北相馬郡利根町

　　　　　大房２２８
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わたし もん ま

　私たちが通う文間小学校は水と緑がゆ
きゅうひがし

たかな学校です。２００８（平成�）年に旧東
もん ま とうごう

文間小学校との統合によって本年度�年
むか とうごう

目を迎え、来年度に３小学校が統合する
へいこう

ため、本年度で閉校となる小学校です。
ち いき

　学校生活では、地域の方々が学校にい
わたし やさ

つでも来てくださり、私たちはたくさんのことを優しく

教えてもらっています。その中で特に大切にしているの
と ね じ がた うた れき し でんとう けいしょう

が、「利根地固め唄」の歴史と伝統を継承する学習で

え ど と ね がわ さい し ごと

す。江戸時代に利根川の流れを変える大工事の際に仕事
うた と ね じ がた うた ほ ぞんかい

唄として歌われ、利根地固め唄保存会の方々から毎年４
ふ けいしょう

年生が振り付けや歌を教わり、継承しています。県の無
みんぞくぶん か ざい

形民俗文化財にも指定されています。
ほ ぞんかい みな

　保存会の皆さんに教わりながら、みんなで息を合わせ
ひょうげん むずか

て土手をつくる様子を表現することは難しいです。でも
ほ ご しゃ ち いき

発表会で保護者や地域の方々に見てもらえた時は楽しか
とうごう ご でんとう けいしょう

ったです。学校が統合後も伝統を継承してほしいです。
あか お つ か

　　　　　　　　　　　　　　（５年　赤尾津ひな香）

文間小賞の賞状は朝の会で学校長が児童一人一人へ手渡す

もん ま だれ の

　文間小学校では、誰かのためによい行いをした子をほめて伸ば
じっ し

す取り組みを実施しています。名付けて、「ホメノバプロジェク

ト」です。
にちじょう きょうしょくいん

　日常のさまざまな場面で教職員が見つけた子どもたちのきらり
ぜんこう しょうじょう え がお もん ま しょう

と光る善行を、校長が賞状「みんな楽しく笑顔の文間小賞」にし
て わた

て一人一人に手渡します。プロジェクトは今年で３年目になり、
もん ま しょう わた るいけい

この５月末までに文間小賞を渡した児童数は累計で１２００人になり
しょうじょう そうほう

ました。１枚の賞状を通して、子どもたちを学校と家庭の双方で
じ こ こうていかん え

ほめることで、自己肯定感・有用感を高めて「みんな楽しく笑
がお

顔」になれることを目指しています。
かんきょう

　登校時に低学年の歩く速さに合わせたり、校庭の環境美化を進
やさ

んで手伝ったりしてくれる優しさあふれる「もんまっこ」です。
てら だじゅんこ

（校長　寺田純子）
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